
 
 

今日はふるさと食材伊万里の日です。 

１２月のふるさと食材は「みかん」です。 

今が旬のくだもの「みかん」について勉強しましょう。 

 

 

  



 
 

寒くなると、みかんがおいしくなりますね。 

皆さんはみかんというと、５〜７cmぐらいの大きさの、手で皮をむいて食べる

みかんを思い浮かべると思います。 

『こたつでみかん』と言うときのみかんですが、このみかんの種類は、「温州み

かん」といいます。 

 

 

 

  



 
 

みかんは、熱や力になる黄色の食べ物、体をつくるもとになる赤の食べ物、体の

調子を整える緑の食べ物のどれに入るでしょうか。 

わかる人いますか？ 

そうですね、みかんは色は黄色っぽいですが、緑の食品です。 

寒い冬に負けないように、体を強くしてくれて、風邪をひかないように助けてく

れる食べ物の一つです。 

 

 

 

  



 
 

ここでクイズです。 

みかんが日本でいちばん多く食べれれる果物になったのはなぜでしょう？ 

 

①品種改良により、出回る期間が長くなったから 

 

②昔、中国の温州からたくさん輸入していたから 

 

③せん定する必要がなく、たくさんのみかんがとれるから 

  



 
 

答えは、『①品種改良により、出回る期間が長くなったから』でした。 

 

みかんは品種改良により「極早生」「早生」「晩生」などとよばれるように長

い期間収穫できます。 

さらには春から夏にかけては「ハウスみかん」も出回り、一年中食べられるよ

うになったからです。 

 

  



 
 

みかんは、夏の初めの五月ごろ白い花を咲かせます。 

一つのみかんを大きく実らせるためには20枚ほどの葉っぱが必要になるそうで

す。 

そのため実を摘んで数を調整されるそうです。 

 

 

  



 
 

みかんは冷たい風にあたると葉っぱがおちてしまい実がつかないので、 

暖かい地方の和歌山県、愛媛県、静岡県、佐賀県がおもな産地です。 

私たちが住む伊万里市でも栽培がされています。 

今日のみかんも伊万里でとれたものを納品してもらいました。 

感謝してたべましょう。 

 

 

 


